
協働による那覇の
まちづくり憲章
～笑顔が輝くまちのために～
私たちは、よりよい那覇のまちを目指して、協働によるまちづくりをすすめます。
協働とは、お互いにできることを持ち寄り、楽しみながらまちづくりに参加することです。
そのためには信頼関係が不可欠であり、それを築くための場を大切にします。
協働によりお互いに支え合い、人と人とのつながりを広げていきます。
そのために次のルールを定めます。

 ○協働には誰でも参加することができる。
 ○協働に参加する者は、目的を共有する。
 ○協働に参加する者は、平等で対等である。
 ○協働に参加する者は、役割を分担する。
 ○協働に参加する者は、お互いを理解し、尊重し合う。
 ○協働に参加する者は、情報を提供し合い共有する。
 ○協働の過程や結果は、記録に残し、公開する。
 ○協働の過程や結果をふり返り、そのあり方を見直す。
 ○この憲章は、必要に応じて見直す。
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平
成
22
年
3
月
20
日
に
行
わ
れ
た

「
な
は
ま
ち
実
践
講
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
、

講
座
受
講
生
か
ら
市
長
へ
「
協
働
に
よ

る
那
覇
の
ま
ち
づ
く
り
憲
章
〜
笑
顔
が

輝
く
ま
ち
の
た
め
に
〜
」
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
「
協
働
に
よ
る
那
覇
の
ま
ち
づ

く
り
憲
章
」
は
、
平
成
20
、
21

年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
な
は
の

ま
ち
を
考
え
る
」
講
座
で
約
70

人
の
市
民
と
市
職
員
が
、
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を
学
び
、

実
践
し
、
話
し
合
い
を
と
お
し

て
、
協
働
に
よ
る
那
覇
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
に
わ

か
っ
た
こ
と
、
大
切
な
こ
と
を

言
葉
と
し
て
綴
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
憲
章
は
大
き
く
３
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。①
タ
イ

ト
ル
②
前
文
③
ル
ー
ル
で
す
。
タ
イ
ト

ル
で
憲
章
の
名
称
を
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

で
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
表
し
て
い
ま

す
。
前
文
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
目
的
、
定
義
、
必
要
条
件
、
成
果

な
ど
を
理
念
と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
で
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
権
利
や
基
本
的
な
約
束
事
な
ど
を

表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
憲
章
を
策
定
す
る
た
め
、
２
年

間
、
計
17
回
の
講
座
を
実
施
し
、
講
座

以
外
で
も
聞
き
取
り
調
査
や
話
し
合
い

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
時
に
は
考
え
方

の
違
い
か
ら
う
ま
く
進
ま
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
話
合
い
を
進
め
る

中
で
お
互
い
の
立
場
や
考
え
方

を
理
解
し
、
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
で
、
補
い
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
講
座
か
ら

市
民
と
市
職
員
で
構
成
す
る
任

意
団
体
「
な
は
市
民
協
議
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
提
案
さ
れ
た
こ
の

憲
章
を
も
と
に
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
制
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。
こ
の
憲
章
が
多
く
の
市

民
に
共
有
さ
れ
、
実
践
さ
れ
る
こ
と
で

市
民
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
輝
く
ま
ち

が
実
現
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

協働による那覇の
まちづくり憲章
協働による那覇の
まちづくり憲章
協働による那覇の
まちづくり憲章
協働による那覇の
まちづくり憲章

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
連
続
講
座

平
成
22
年
度

　

市
政
功
労
者（
9
名
）を
表
彰

美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0

情
報
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

主 な 紙 面
4
月
25
日
（
日
）、
普
天
間
飛
行
場
の
早

期
閉
鎖
・
返
還
と
、
国
外
・
県
外
移
設
を

求
め
る
県
民
大
会
が
、
読
谷
村
運
動
広
場

で
開
催
さ
れ
、
翁
長
市
長
は
共
同
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
同
大
会
那
覇
市
実
行
委
員
会

を
設
置
し
、
チ
ラ
シ
や
、
国
外
県
外
移
設
を

求
め
る
意
志
を
示
す
黄
色
い
リ
ボ
ン
を
配

布
す
る
な
ど
、
大
会
参
加
を
呼
び
か
け
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。大
会
当
日
は
、

送
迎
バ
ス
を
用
意
し
、
各
車
に
世
話
役
の

職
員
を
配
置
、
６
３
５
人
の
市
民
を
送
迎

し
ま
し
た
。ま
た
、
送
迎
バ
ス
を
利
用
で
き

な
か
っ
た
市
民
に
は
、
路
線
バ
ス
運
賃
の

補
助
券
を
配
布
し
、
県
民
大
会
の
開
催
を

支
援
し
ま
し
た
。

大
会
の
冒
頭
、
翁
長
市
長
は
、「
沖
縄
県

民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
高
ら
か

に
宣
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。基
地
は
、
県

民
が
望
ん
で
設
置
さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。『
最
低
で
も
県
外
』
と
の
首
相
発
言

ど
お
り
に
、普
天
間
飛
行
場
の
早
期
閉
鎖
・

返
還
と
国
外
・
県
外
移
設
を
、
心
を
一
つ

に
し
て
沖
縄
県
民
の
誇
り
に
か
け
て
、
力

強
く
声
を
大
に
し
て
沖
縄
の
思
い
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
開
会
を
宣
言

し
ま
し
た
。

県
民
大
会
で
は
、「
普
天
間
飛
行
場
の
早

期
閉
鎖
・
返
還
と
、
県
内
移
設
に
反
対
し
、

国
外
・
県
外
移
設
を
求
め
る
決
議
」と
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ
れ
、
参
加
者
全

員
の
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

市民・県民の声結集！市民・県民の声結集！
4
・
25
県
民
大
会
に

9
万
人
が
結
集

つ
づ

発行●那覇市　編集●秘書広報課 
〒900-8585 那覇市上之屋1丁目2番1号 
☎867-0111　●印刷 ㈱池宮商会 

第713号 毎月1回発行 
2010年（平成22年） 

6月 
市の人口と世帯 

※(　) 内はうち外国人 
2010（平成22）年4月末現在 

総人口 

世帯数 

男 

本　庁 
住民基本台帳人口の内訳（外国人を除く） 

真和志 
首　里 
小　禄 

95,397 
104,386 
58,050 
58,054 

女 

318,009（2,122） 

134,402（1,295） 

153,487 (1,086) 
164,522 (1,036) 



　

テ
レ
ビ
を
始
め
様
々
な
メ
デ

ィ
ア
か
ら
「
地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
を
」「
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
の
削
減
を
」な
ど
、環
境
問
題

に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
が
叫
ば

れ
て
久
し
い
昨
今
。み
な
さ
ま

は
、生
活
の
中
で
、ど
ん
な
エ
コ

を
実
践
し
て
い
ま
す
か
？

　

電
気
を
こ
ま
め
に
消
し
た
り
、

買
い
物
の
と
き
に
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
し
た
り
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
実
践
し
た
り
・
・
・
。「
こ

ん
な
小
さ
な
こ
と
が
本
当
に
環

境
問
題
の
対
策
に
つ
な
が
る
の

か
し
ら
？
」と
、実
感
が
わ
か
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
方
に
特
に
お
勧
め
の

講
座
が
、
市
が
月
ご
と
に
テ
ー

マ
を
変
え
て
、
市
民
を
対
象
に

毎
月
開
催
し
て
い
る
「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
連
続
講
座
」で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
生
活
の
中
で
エ
コ

を
継
続
し
て
実
践
し
、
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

親
子
で
、
お
友
だ
ち
同
士
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

親
子
講
座
や
観
察
会
、
バ
ス

ツ
ア
ー
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
、

生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
エ
コ

活
動
や
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
知
識
が
身
に
つ
く
と
評
判
で

す
。

コ
」
で
も
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
室

☎
９
５
１

－

３
３
９
２

　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
内
容
が
決
ま
り
次
第
、

講
座
ご
と
に
参
加
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
な
は
エ

こ
の
講
座
で
は
、
生
活
の
中
の

あ
ら
ゆ
る
面
で
の
エ
コ
を
一
通

り
勉
強
で
き
ま
す
。一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
エ
コ
活
動
が
き
っ

と
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
よ
。

牧
志
・
安
里
地
区
市
街
地
再

開
発
組
合
で
は
、平
成
23
年
春
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、沖

縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
牧
志
駅
前
の

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
再
開
発
地
区
の
愛
称
が
、

み
な
さ
ま
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い

た
5
9
6
作
品
の
中
か
ら
、琉
球

王
国
の
偉
人
で
あ
り
、河
川
改
修

工
事
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
功
績

の
あ
る
蔡
温
氏
の
名
前
に
ち
な

ん
だ「
さ
い
お
ん
ス
ク
エ
ア
」に
決

定
し
ま
し
た
。

当
再
開
発
事
業
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、氾
濫
河
川
の
改
修
に

よ
る
防
災
性
の
向
上
や
、交
通
ア

ク
セ
ス
の
改
善
、中
心
市
街
地
の

活
性
化
な
ど
を
方
針
に
据
え
て

い
ま
す
。

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

本
年
秋
に
は
南
敷
地
に
マ
ン
シ
ョ

ン
が
、来
年
春
に
は
北
敷
地
に
商

業
施
設
・
公
民
館
図
書
館
・
ホ
テ

ル
等
が
完
成
予
定
で
す
。ま
た
安

里
川
を
親
水
空
間
と
し
、水
と

緑
の
亜
熱
帯
庭
園
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
駅
前
広
場
の
整
備
も
行
っ

て
い
ま
す
。

「
さ
い
お
ん
ス
ク
エ
ア
」が
み
な

さ
ま
に
末
永
く
愛
さ
れ
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

牧
志
・
安
里
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
事
務
局 

☎
8
6
3

－

7
9
0
1

上
記「
さ
い
お
ん
ス
ク
エ
ア
」

内
に
建
設
中
の
商
業
複
合
ビ
ル

に
整
備
を
進
め
て
い
る
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
備
え
た
公
民
館

図
書
館
の
名
称
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
賞
状

お
よ
び
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

6
月
1
日
（
火
）

〜
6
月
21
日
（
月
）

※
応
募
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
市
内
各
公
民
館
に
備
え
付
け

の
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
、
生
涯
学
習
課
の
新
着

情
報
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

生
涯
学
習
課

☎
8
9
1

｜

3
5
0
2

一
気
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
こ

の
講
座
に
は
、
少
し
ず
つ
環
境

に
優
し
い
生
活
に
変
え
て
い
く

ヒ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
で
す
。

※
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

自
ら
の
環
境
に
配
慮
し
た
知
識

と
行
動
を
活
か
し
て
、
市
と
協

働
で
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り

組
む
こ
と
を
任
務
と
し
て
、
市

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

あ
な
た
も「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

エ
コ
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
！

　　　　    
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　　　　    

連
続
講
座

　　　　    
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

　　　　    

連
続
講
座

エコライフサポーターの
諸見みどりさん

去年の講座の様子
エコライフサポーターの
瀬長修さん

～牧志・安里地区市街地再開発事業における「まちの愛称」決定～

平
成
23
年
春
完
成
予
想
図　

愛称は「さいおんスクエア」！！

「なは「なは」へのご厚意に感謝へのご厚意に感謝「なは「なは」へのご厚意に感謝へのご厚意に感謝「なは「なは」へのご厚意に感謝へのご厚意に感謝「なは」へのご厚意に感謝
～那覇市ふるさとづくり寄附金制度～

平成21年度にいただいたご寄附について公表します。

URL http://www.city.naha.okinawa.jp/kikaku/furusato/index.html

お申し込み件数 48 件
寄　附　金　額 3,860,983 円

平成２２年度事業名
なは市民大学

緑のカーテン・屋上・壁面緑化
推進事業

つどいの広場事業
文化振興基金積立
健康増進事業

図書館資料等購入事業

新消防緊急通信指令システム整備事業
小学校区コミュニティモデル事業
那覇市都市計画マスタープラン改定事業
外国人観光客誘客促進事業
プロ野球キャンプ等支援事業

お問い合わせ　企画調整課 ☎862－9937

　ご寄附をいただいたみなさま、本当にありがとうございました。寄附されたみなさまのご期待
にそえるよう、全力で那覇のまちづくりに取り組んで行きます。今後とも「なは」への応援をよ
ろしくお願いします。
　なお、「那覇市ふるさとづくり寄附金」については、企画調整課までお問い合わせいただく
か、市ホームページをご覧ください。

みなさまからいただいた寄附金は、平成22年度、主に次の事業に活用させていただきます。

市では、那覇にゆかりのある方だけでなく、那覇に思いを寄せる多くの方々に那覇のまちづ
くりを応援していただきたく「那覇市ふるさとづくり寄附金」を募集しています。

公
民
館
図
書
館
の

　
　
　

 

名
称
募
集

●
地
産
地
消
ツ
ア
ー

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

●
地
球
温
暖
化
防
止
親
子
講
座

●
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

学
習
親
子
講
座

●
緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

●
買
い
物
か
ら

エ
コ
を
考
え
る
ツ
ア
ー

●
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
と
星
空
観
察

講
座
メ
ニ
ュ
ー（
予
定
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー（
予
定
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー（
予
定
）

講
座
メ
ニ
ュ
ー（
予
定
）

せ ながおさむ

もろ み

２2010年（平成22年） 6月

市では、こども医療費助成、母子・父子家庭等医療費助成を行なっています。子育て応援課　☎８６１-６９５１



受
賞

　

 

お
め
で
と
う

　
　

  

ご
ざ
い
ま
す公園内テニスコート施設などの

　　　　　利用手続きがとても便利に！
公園内テニスコート施設などの
　　　　　利用手続きがとても便利に！
公園内テニスコート施設などの
　　　　　利用手続きがとても便利に！

証明書自動交付機による施設使用料金
収納サービスが6月6日からスタート。施
設使用許可書も自動交付機で発行ＯＫ！

本
市
は
５
月
20
日（
木
）、1
9
2
1
年（
大
正
10

年
）の
市
制
施
行
か
ら
89
回
目
の
記
念
日
を
迎
え
ま
し

た
。市

で
は
毎
年
、市
制
施
行
記
念
日
に
記
念
式
典
を

挙
行
し
、同
式
典
に
お
い
て
、市
政
発
展
に
貢
献
が
顕

著
な
方
を
那
覇
市
政
功
労
者
表
彰
条
例
に
基
づ
い
て
、

表
彰
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、次
の
９
人
の
方
（々
敬
称
略
）を
那

覇
市
政
功
労
者
と
し
て
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、民
生
委
員
児
童
委
員
や
交

通
指
導
員
と
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

方
、市
の
伝
統
行
事
、那
覇
大
綱
挽
の
普
及
・
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方
、地
域
の
読
書
活
動
の
推
進
や
地
域

医
療
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
た
方
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
、市
民
生
活
や
福
祉
の
向
上
、市
政
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
方
々
で
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と
ご

功
績
に
敬
意
を
表
し
、心
か
ら
感
謝
と
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
２
年
に
自
宅
に
て「
松
川

で
い
ご
文
庫
」を
開
設
。ま
た
幼

稚
園
や
小
学
校
で
の
読
み
聞
か

せ
や
講
演
活
動
を
行
う
な
ど
、長

年
に
わ
た
り
子
ど
も
の
読
書
教

育
向
上
に
貢
献
。 

（
80
歳
）

現
在
、公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

漫
湖
公
園
多
目
的
広
場
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
か
ら
施
設
の
予
約
が
可
能
で

す
。た

だ
し
、施
設
使
用
料
金
の
支

払
い
に
つ
い
て
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
後
、市
役
所
窓
口
で
手
続

き
が
必
要
で
し
た
。

収
納
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
よ
り
、

民
間
商
用
施
設
に
設
置
し
て
い

る
証
明
書
自
動
交
付
機
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
で
予
約
し
た
公
共
施
設
の

使
用
料
金
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

利
用
者
が
市
役
所
窓
口
に
出
向

く
こ
と
な
く
交
付
機
で
施
設
利

用
許
可
書
を
受
け
取
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

交
付
機
は
市
役
所
の
閉
庁
後

や
土
日
、祝
日
で
も
、使
用
料
の

支
払
い
が
で
き
る
、こ
の
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
自
動
交
付
機
の
設
置
場
所
】

○
天
久
り
う
ぼ
う
店
内

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

○
首
里
り
う
ぼ
う
店
内

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

○
ジ
ャ
ス
コ
那
覇
店
内

午
前
10
時
〜
午
後
10
時

【
支
払
い
が
で
き
る
使
用
施
設
】

・
新
都
心
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
漫
湖
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
漫
湖
公
園 

多
目
的
広
場

・
松
山
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
中
央
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
大
石
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
若
狭
公
園 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

お
問
い
合
わ
せ

●
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て

　

情
報
政
策
課
☎
８
６
１
|
０
３
５
０

●
公
園
内
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

公
園
管
理
室
☎
９
５
１
|
３
２
３
９

公共施設予約システムの利用者番号とパスワードを取得します。

　

昭
和
55
年
か
ら
現
在
ま
で
９

期
24
年
余
に
わ
た
り
市
議
会
議

員
を
務
め
る
。そ
の
間
、市
議
会

議
長
や
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
を
歴
任
す
る
な
ど
本
市
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
。 

（
61
歳
）

　

開
南
小
学
校
な
ど
の
歯
科
校

医
と
し
て
41
年
余
に
わ
た
り
、学

校
歯
科
健
診
に
取
り
組
む
。ま
た

県
歯
科
医
師
会
会
長
を
歴
任
す

る
な
ど
、市
民
の
健
康
保
持
増
進

に
尽
力
。 

（
71
歳
）

　

昭
和
57
年
か
ら
27
年
余
に
わ

た
り
、交
通
指
導
員
を
務
め
る
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で
の
街
頭
指
導

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
整
理

な
ど
、市
民
の
交
通
安
全
確
保
に

尽
力
。 

（
74
歳
）

　

平
成
８
年
か
ら
現
在
ま
で
の
５

期
13
年
余
に
わ
た
り
、市
議
会

議
員
を
務
め
る
。そ
の
間
、議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
す

る
な
ど
本
市
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
。 

（
74
歳
）

　

昭
和
52
年
か
ら
現
在
ま
で
32

年
余
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
を
務
め
る
。真
和
志
第
一
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
会

長
を
歴
任
す
る
な
ど
、地
域
福

祉
の
向
上
に
尽
力
。 

（
74
歳
）

　

昭
和
52
年
か
ら
30
年
間
に
わ

た
り
、民
生
委
員
児
童
委
員
を

務
め
る
。真
和
志
第
一
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
副
会
長
を

歴
任
す
る
な
ど
、地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
。 

（
78
歳
）

　

平
成
９
年
か
ら
３
期
12
年
に

わ
た
り
、市
議
会
議
員
を
務
め

る
。そ
の
間
、厚
生
経
済
常
任
委

員
会
委
員
長
を
歴
任
す
る
な
ど

本
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

 

（
65
歳
）

　

昭
和
46
年
か
ら
現
在
ま
で
、那

覇
大
綱
挽
保
存
会
の
財
務
委
員
、

行
列
委
員
長
、副
理
事
長
、理
事

長
、副
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど

那
覇
大
綱
挽
の
運
営
・
保
存
継

承
に
尽
力
。 

（
68
歳
）

89

市政功労者（９名）を表彰
平成22年度

みや た とも こ

宮 田 智 子

のぶ

あ げ だ みつ お

安慶田 光男
また よし たつ お

又 吉 達 雄

みや ぎ やす

宮 城 康 亘
なが やま せい こう

永 山 盛 廣
あ さと し しょう

安 里 嗣 昌

きん じょう ふみ こ

金 城 文 子
よ ぎ きよ はる

與 儀 清 春
あら かき いさむ

新 垣 　 勇

３ 2010年（平成22年） 6月

市内で交通死亡事故が多発しています。交通ルールや交通マナーをしっかりと守り交通事故防止に努めましょう



弓　道

みんなの力で
成功させよう！

競技種目名

◎：総合開会式　○：種目別開会式　★：種目別開会式後競技　●：競技　■：競技終了後閉会式　□：閉会式

競技会場名

競泳
（男・女）

奥武山
水泳プール

飛込
（男・女）

奥武山
水泳プール

柔道（男・女）県立武道館
アリーナ棟

弓道（男・女）県立武道館
アリーナ棟

なぎなた（女子） 県立武道館アリーナ棟

バレーボール
（女子）

西原高校
西原町民体育館
真和志高校
那覇市民体育館

テニス
（男・女） 那覇市新都心

公園庭球場

漫湖公園
市民庭球場

奥武山庭球場

20

金

19

木

18

水

17

火

12

木

11

水

10

火

9

月

8

日

7

土

6

金

5

木

4

水

3

火

2

月

1

日

31

土

30

金

29

木

28

水

水　
　

泳

7　月 8　月

那覇市で開催される
競技大会の日程

美ら島沖縄総体2010
今
回
は
、「
美
ら

島
沖
縄
総
体
２
０

１
０
」開
催
に
向
け
て

県
内
高
校
生
が
取
り
組
む「
高

校
生
一
人
一
役
活
動
」や
、市
内

で
開
催
さ
れ
る
6
競
技
7
種

目
の
見
所
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
呼
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、ス
ポ
ー
ツ
を

愛
す
る
全
国
の
高
校
生
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
舞

台
。ま
た
、大
会
は
開
催
す
る
県
の
高
校
生
が
中

心
と
な
っ
て
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、ま
さ
し
く
高
校
生

に
よ
る
高
校
生
の
た
め
の
大
会
で
す
。

本
大
会
は
、7
月
28
日（
水
）の
総
合
開
会
式

（
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）を
皮

切
り
に
、8
月
20
日（
金
）ま
で
の
間
、29
競
技
が

県
内
各
地（
※
登
山
競
技
は
、鹿
児
島
県
及
び

宮
崎
県
で
開
催
）で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。市
で

は
、水
泳
競
技（
競
泳
・
飛
込
）、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
、柔
道
競
技
、弓
道
競
技
、テ
ニ
ス
競
技
、

な
ぎ
な
た
競
技
の
6
競
技
7
種
目
の
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
て
参
加
す
る

選
手
、監
督
は
約
3
万
4
千
人
。役
員
、県
外
か

ら
の
観
客
を
含
め
る
と
約
14
万
人
も
の
方
が
沖

縄
県
を
訪
れ
る
見
込
み
で
す
。そ
の
規
模
か
ら

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
出
場
を
目
指
し
、沖

縄
県
で
も
5
月
末
か
ら
6
月
中
旬
に
か
け
て
各

競
技
の
県
大
会（
予
選
）が
行
わ
れ
、各
会
場
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
、主
役
で
あ
る
高
校
生
の
熱
意
と
創
意
を
結

集
し
、心
の
こ
も
っ
た
大
会
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

み
ん
な
の
力
で「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１

０
」を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！ ●

競
技
の
説
明

弓
道
競
技
は
60
メ
ー
ト
ル
先
の
的
を
ね
ら
う
遠
的
競

技
と
、
28
メ
ー
ト
ル
先
の
的
を
ね
ら
う
近
的
競
技
が
あ

り
ま
す
。高
校
総
体
は
近
的
競
技
の
み
を
行
い
ま
す
。

競
技
は
、団
体
男
女
・
個
人
男
女
が
あ
り
、参
加
人
数

は
約
7
2
0
人
で
す
。

昨
年
の
総
体
で
は
、男
子
団
体
が
、2
年
生
チ
ー
ム
で

5
位
入
賞
、今
年
の
全
国
選
抜
大
会
で
は
、3
位
入
賞
を

果
た
す
な
ど
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。今
大
会
も
、
活
躍
が

期
待
で
き
ま
す
。

弓
道
は
人
格
形
成
と
射
品
の
向
上
を
目
指
し
自
ら
を

鍛
え
平
常
心
で
臨
む
武
道
で
す
。的
に
狙
い
を
定
め
ピ

ー
ン
と
張
り
詰
め
た
緊
張
感
は
、
見
て
い
る
人
を
圧
倒

し
ま
す
。

な
ぎ
な
た
は
、
日
本
の
古
い
武
器
で
あ
る
薙
刀
の
木

刀
及
び
竹
刀
に
似
た
な
ぎ
な
た
を
使
っ
た
現
代
武
道
で
、

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
女
子
の
武
道
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

競
技
は
演
技
競
技
と
試
合
競
技（
個
人
・
団
体
）が
行

わ
れ
、女
子
の
み
約
6
0
0
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
す
。

地
元
沖
縄
の
レ
ベ
ル
は
全
国
的
に
も
高
く
、
昨
年
の

「
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
」で
は
、演
技
競
技
で
優
勝
し
、今

大
会
も
優
勝
が
期
待
さ
れ
る
競
技
の
ひ
と
つ
で
す
。大

会
初
日
は
、
団
体
試
合
予
選
リ
ー
グ
、
2
日
目
は
演
技
、

個
人
試
合
リ
ー
グ
、
3
日
目
は
個
人
・
団
体
の
決
勝
戦

を
行
い
ま
す
。

美
ら
島
沖
縄
総
体
の
競
技
大
会
で
は
陸
上
競
技
に
つ

い
で
2
番
目
に
大
き
な
規
模
を
持
つ
大
会
で
す
。

競
泳
と
飛
込
の
競
技
方
法
は
、
成
績
順
位
で
高
い
得

点
が
得
ら
れ
る
学
校
対
抗
で
行
わ
れ
ま
す
。

競
泳
は
、
自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、

メ
ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
の
泳
法
と
50
メ
ー
ト
ル
か
ら

1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
距
離
で
、
男
女
31
競
技
種

目
あ
り
ま
す
。

飛
込
競
技
は
、3
m
飛
板
飛
込
、高
飛
込
の
2
つ
の
競

技
種
目
が
あ
り
ま
す
。水
面
に
達
し
入
水
す
る
わ
ず
か

な
時
間
に
、繰
り
広
げ
ら
れ
る
、難
易
度
の
高
い
技
が
見

せ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会
は
、
若
手
選
手
の
登
竜
門

と
も
言
う
べ
き
大
会
で
す
。

全
国
か
ら
、選
手
・
監
督
が
約
1
4
0
0
人
、柔
道
関

係
者
、
応
援
者
数
が
約
1
5
0
0
人
と
多
く
の
柔
道
フ

ァ
ン
が
来
県
す
る
人
気
の
高
い
競
技
で
す
。

大
会
は
、
県
立
武
道
館
ア
リ
ー
ナ
棟
4
試
合
場
で
行

わ
れ
、初
日
の
男
子
団
体
戦
を
皮
切
り
に
、男
子
個
人
戦
、

3
日
目
か
ら
は
、女
子
団
体
戦
、女
子
個
人
戦
と
5
日
間

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の「
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
」で
は
48
キ
ロ
級
で
県

勢
女
子
初
の
優
勝
、
52
キ
ロ
級
で
5
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。今
大
会
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
、今
大
会
で
、高
体
連
加
盟
全
競
技
種
目
中

初
の
第
1
0
0
回
を
迎
え
ま
す
。大
会
開
催
期
間
中
パ

レ
ッ
ト
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
全
国
高
校
テ
ニ
ス
の

1
0
0
年
の
歴
代
優
勝
者
や
熱
戦
風
景
の
パ
ネ
ル
な
ど
、

1
0
0
周
年
記
念
展
示
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

松
岡
修
造
、伊
達
公
子
な
ど
、こ
の
大
会
か
ら
世
界
へ

は
ば
た
く
多
く
の
名
選
手
が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
参
加
選
手
男
女
合
わ
せ
て
約
8
5
0
人
、

奥
武
山
庭
球
場
を
主
会
場
と
し
て
、
団
体
戦（
3
日
間
）、

個
人
戦
単
・
複（
5
日
間
）の
8
日
間
、
熱
い
青
春
の
ド

ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

大
会
参
加
校
は
56
校
で
、大
会
開
催
県
は
、2
校
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

競
技
初
日
の
8
月
6
日（
金
）は
、
1
組
4
チ
ー
ム
の

13
組
の
予
選
グ
ル
ー
プ
戦
か
ら
始
ま
り
ま
す
。　

第
1
〜
3
シ
ー
ド
の
強
豪
3
校
と
沖
縄
県
大
会
優
勝

校
合
わ
せ
て
4
校
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
か
ら
の
参

加
に
な
り
ま
す
。

強
烈
な
ス
パ
イ
ク
で
点
数
を
稼
い
で
い
く
こ
と
の
多

い
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
違
い
、
一
生
懸
命
ボ
ー
ル

を
拾
っ
て
ス
パ
イ
ク
に
つ
な
げ
る
な
ど
手
に
汗
に
ぎ
る

プ
レ
ー
の
連
続
か
ら
目
が
離
せ
な
い
の
が
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」を
前
に
、

市
内
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
、
市
内
で
開
催
す

る
6
競
技
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
を
募
る

「
那
覇
市
総
合
ポ
ス
タ
ー
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
表
紙
図
案
コ
ン
テ
ス
ト
」が
行
わ
れ
、
2

月
2
日（
火
）と
ま
り
ん
2
階
で
入
賞
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
1
0
1
点
の

作
品
応
募
が
あ
り
、
37
作
品
が
入
選
。会
場

に
は
全
入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

方
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。総
合
ポ
ス
タ
ー

部
門
の
最
優
秀
賞
は
総
体
の
市
内
告
知
用

ポ
ス
タ
ー
と
し
て
市
内
各
地
に
貼
り
だ
し
、
各
部
門（
市
内
で

開
催
さ
れ
る
各
競
技
）の
最
優
秀
賞
作
品
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

表
紙
に
使
用
す
る
な
ど
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
P
R
活
動
な

ど
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

総
合
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
首
里
高
校

2
年
生
の
島
袋
佑
梨
子
（
し
ま
ぶ
く
ろ　

ゆ
り
こ
）
さ
ん
は
、

「
自
分
の
イ
ラ
ス
ト（
ポ
ス
タ
ー
）で
、
全
国
か
ら
勝
ち
あ
が
っ

て
き
た
出
場
者
を

迎
え
る
こ
と
が
出

来
て
嬉
し
い
。だ

け
ど
市
内
各
地
に

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら

れ
る
の
で
、
少
し

恥
ず
か
し
い
」
と

照
れ
な
が
ら
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

5
月
5
日（
水
）、「
那
覇
ハ
ー
リ
ー
」の
会
場
で
県
立

首
里
東
高
校
生
徒
会
役
員
の
み
な
さ
ん
が
「
美
ら
島
沖

縄
総
体
」の
P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
、
生
徒
た
ち
は
会
場
に
訪
れ

た
人
々
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
1
万
個
を
手
渡
し
、

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
開
催
の
P
R
を
し
ま
し

た
。

ハ
ー
リ
ー
に
参
加
し
た

選
手
か
ら
は
「
総
体
が
ん

ば
れ
よ
ー
」「
応
援
す
る
か

ら
ね
ー
」
と
温
か
い
励
ま

し
の
言
葉
も
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、

「
暑
か
っ
た
け
ど
、多
く
の

人
に
出
会
え
、
た
く
さ
ん

の
応
援
を
も
ら
っ
た
の
で
、

や
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」
高
校
生
一
人
一
役
活

動
推
進
生
徒
実
行
委
員
会
で
は
、
来
県
す
る
選
手
・
監

督
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
心
に
残
る
大
会
に
な
る
よ
う
、

沖
縄
県
の
高
校
生
か
ら
手
づ
く
り
の
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

県
内
の
高
等
学
校（
特
別
支
援
学
校
も
含
む
）に
記
念

品
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、27
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、選
考
会
の
結
果
、県
立
北
山

高
等
学
校
生
徒
が
製
作
し
た「
南
の
島
か
ら
島
ぞ
う
り
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

4
月
に
は
、沖
縄
県
旭
町
会
館
に
て
島
ぞ
う
り
製
作
の
講
習
会
を
開
き
、

県
立
北
山
高
等
学
校
生
徒
4
名
が
講
師
と
な
っ
て
、幹
事
会
の
生
徒
に
製

作
の
手
順
を
説
明
。実
際
に
カ
ッ
タ
ー
や
彫
刻
刀
を
使
っ
て
、
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
ロ
ゴ
を
彫
り
ま
し
た
。

こ
の「
南
の
島
の
島
ぞ
う
り
」は
、「
沖
縄
の
カ
ラ
ー
と
い
え
ば
青
色
」と

製
作
者
の
北
山
高
等
学
校
の
生
徒
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
、全
て
青
色
の

島
ぞ
う
り
を
使
用
し
ま
す
。

総
体
開
催
ま
で
に
4
万
足
を
製
作
す
る
こ
と
を
目
標
に
5
月
ま
で
に

は
各
地
区
で
講
習
会
を
開
き
、
6
月
か
ら
各
高
等
学
校（
特
別
支
援
学
校

も
含
む
）
で
取
り
組
み
始
め
ま
す
。一
人
一

役
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
1
人
あ

た
り
1
足
を
製
作
す
る
予
定
で
す
。

●
那
覇
地
区
委
員
長
の
大
会
へ
か
け
る
想
い

私達、高校生は次のような取り組みを行い、大会を盛り上げていきます！ 南
の
島
か
ら
島
ぞ
う
り

美
ら
島
総
体
P
R
活
動

　
　
　
　
i
n
那
覇
ハ
ー
リ
ー

シンボルマークが彫られた島ぞうり

那
覇
市
総
合
ポ
ス
タ
ー

　
　
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙

　
　
　
　
　
図
案
コ
ン
テ
ス
ト

み
ん
な

　
み
に
き
て
ね
！

去
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
近
畿
ま
ほ
ろ
ば
総
体
」
を
視
察
し
、
い
ろ

い
ろ
大
会
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。な
か
で
も
会
場
付
近
で
行
わ
れ
て

い
た
案
内
係
や
、
地
域
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
提
供
な
ど
は
と
て
も
い
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

推
進
委
員
会
の
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
、
前
大
会
の
い
い
と
こ
ろ

を
参
考
に
し
つ
つ
、
か
つ
「
い
ち
ゃ
り
ば　

ち
ょ
ー
で
ー
」
の
沖
縄
ら
し

さ
を
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
大
会

に
し
た
い
で
す
。県
内
、
県
外
を
問

わ
ず
、会
場
に
訪
れ
た
み
な
さ
ん
が

交
流
を
深
め
、思
い
出
に
残
る
大
会

を
目
指
し
ま
す
！

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

高
校
生
一
人
一
役
活
動
推
進
委
員

会　

那
覇
地
区
委
員
長

　

真
子
み
ず
き（
那
覇
商
業
3
年
）

な
ぎ

と
び
い
た
と
び
こ
み

た
か
と
び
こ
み

な
た

ま

こ

宮崎県
鹿児島県

主会場地
沖縄県総合運動公園陸上競技場
競技種目別会場地
●：主会場市町村
○：共同開催市町村等

登山競技（県外委託）

平成22年度 全国高等学校 総合体育大会 競技種目別会場 配置図

糸  満  市
●バドミントン
　 7/28～8/2

北  谷  町
●ソフトボール（女）
　 7/30～8/3

嘉手納町
○ソフトボール（女）
　 7/30～8/3

読  谷  村
●ソフトボール（男）
　 8/6～8/10

恩  納  村
○ソフトボール（男）
　 8/6～8/10

今帰仁村
●ホッケー
　 7/29～8/3

北中城村
●自転車（トラック）
　 7/30～8/1

中  城  村
○バスケット（男）
　 7/28～8/3与那原町

●ヨット
　 8/6～8/10

南風原町
○バスケット（女）
　 7/28～8/3

南  城  市
○バスケット（女）
　 7/28～8/3

大宜味村
○自転車（ロード）
　 7/28.29
●ボート
　 8/6～8/10

うるま市
●相撲
　 8/2～8/4
●サッカー
　 7/31～8/3 8/5～7

八重瀬町
○ハンドボール
　 7/31～8/6
●ウェイトリフティング
　 8/7～8/11

西  原  町
●女子バレーボール
　 8/5～8/9
●バスケット（女）
　 7/28～8/3

国  頭  村

○ボート
　 8/6～8/10

○自転車（ロード）
　 7/28.29

東  村
○自転車（ロード）
　 7/28.29
○ボート
　 8/6～8/10

名  護  市
●自転車（ロード）
　 7/28.29
●剣道
　 8/3～8/6

豊見城市
●ボクシング
　 7/28～8/3

浦  添  市
●ハンドボール
　 7/31～8/6
●空手道
　 8/1～8/4

宜野湾市
●アーチェリー
　 8/1～8/4
●卓球
　 8/7～8/12

那  覇  市

沖  縄  市
●総合開会式
 7/28
●陸上
 7/28～8/2
●バスケット（男）
 7/28～8/3
●体操・新体操
 8/2～8/4・
 8/7～8/9
●ソフトテニス
 8/5～8/12
●水球
 8/17～8/20

宜野座村
●カヌー
　 8/3～8/7

環霧島実行委員会
●登山
　 8/6～8/10

金  武  町
●フェンシング
　 7/28～8/1

宮古島市
●バレーボール（男）
　 7/30～8/3

石  垣  市
●レスリング
　 8/2～8/5

※競技会場など詳しくは市ホームページをご覧ください。

●弓道
 7/28～7/31
●テニス
 7/29～8/6
●なぎなた
 8/3～8/5
●女子バレーボール
 8/5～8/9
●柔道
 8/8～8/12
●競泳・飛込
 8/17～8/20

た
ず
さ

5 2010年（平成22年） 6月 42010年（平成22年） 6月

市では6月を地域清掃月間と位置づけ、自治会などの清掃活動から出たごみの収集を日曜日も行います。ごみ収集希望の場合は、実施日の3日前の（木）午前中までにご連絡ください！　クリーン推進課　☎889－3567







５
月
３
日
（
月
）〜
５
日
（
水
）
那
覇
新
港
埠
頭
で
、
第
36
回
那
覇
ハ

ー
リ
ー
が
開
催
さ
れ
、
３
日
間
で
21
万
人
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

中
学
生
爬
龍
船
競
漕
で
は
、
市
内
18
の
中
学
校
が
参
加
し
、
那
覇
中

学
校
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。
爬
龍
船
体
験
乗
船
に
は
親
子
連
れ
な
ど

が
エ
ー
ク
（
櫂
）
さ
ば
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
泊
、
那
覇
、
久
米
に
よ
る

御
願
バ
ー
リ
ー
の
後
、
本
バ
ー
リ
ー
で
は
、
熱
戦
の
末
に
久
米
が
今
年

の
覇
者
に
輝
き
ま
し
た
。
夜
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
祭
り
の
夜
空

を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

5
月
6
日
（
木
）
に
、
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
書
の
調
印
式
が
市
長

応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
島
3
丁
目
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
と
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト

ホ
テ
ル
沖
縄
県
庁
前
の
2
団
体
が
締
結
し
ま
し
た
。

前
島
3
丁
目
な
か
よ
し
グ
ル
ー
プ
の
玉
城
貴
子
代
表
は
、「
花
の
あ
る

明
る
い
街
づ
く
り
に
務
め
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
ダ
イ
ワ
ロ

イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
沖
縄
県
庁
前
の
今
村
裕
支
配
人
は
「
美
化
活
動
を
行
な

う
こ
と
で
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

第３６回那覇ハーリーに
２１万人来場

～本バーリーは久米の勝利～

みんなでまちを
きれいに

～道路ボランティア協定書調印式～

一人ひとりが
支え合う那覇へ

～民生委員・児童委員の日～

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」の
5
月
12
日（
水
）、仲
村
副
市
長
へ「
一

日
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
仲
村
副

市
長
は
、「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
み
な
さ
ま
の
活
動
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
」
と
日
頃
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
感
謝
を
の
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
内
の
奥
原
モ
リ
さ
ん
（
89
歳
）
の
お
宅
を
友
愛
訪
問
。
日

頃
か
ら
家
族
と
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
な
ど
、
と
て
も
お
元
気
な
奥

原
さ
ん
は
、「
長
寿
の
秘
訣
は
感
謝
の
心
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

5
月
5
日（
水
）、沖
縄
セ
ル
ラ
ー
パ
ー
ク
那
覇（
奥
武
山
屋
内
運
動
場
）

で
、「
那
覇
市
児
童
館　

あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
0
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
エ
イ
サ
ー
や
、
バ
ト
ン
の
演
技
で

ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
午
前
中
は
「
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
コ
ー
ナ

ー
」
が
、
午
後
は
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
会
場
で
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
工
作
や
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 「地球はね　笑顔が

　　　　　つまった星なんだ！」
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歴
史
博
物
館
･
壺
屋
焼
物
博
物
館
合
同
企
画
展

那
覇
の
壊
滅
と
壺
屋
か
ら
の
復
興
2

　

1
9
4
4
年
、
沖
縄
の
海
域
で
ア
メ
リ

カ
軍
の
潜
水
艦
が
出
没
し
た
た
め
、
日
本

本
土
か
ら
の
輸
送
が
途
絶
え
、
県
内
で
は

様
々
な
物
資
が
不
足
し
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
不
足
分
を
焼
物
で
補
う
た
め
、
焼
物

の
町
壺
屋
で
は
、
軍
用
の
食
器
や
電
柱
に

取
り
付
け
る
碍
子
、
バ
ッ
テ
リ
ー
ケ
ー
ス

な
ど
を
大
量
に
製
作
し
て
い
ま
し
た
。
同

年
10
月
10
日
の
い
わ
ゆ
る
10
・
10
空
襲
で

那
覇
の
市
街
地
は
ほ
ぼ
全
焼
し
ま
し
た
が
、

幸
い
壺
屋
の
町
に
大
き
な
被
害
は
な
く
、

作
陶
に
従
事
す
る
男
た
ち
は
変
わ
ら
ず
兵

隊
用
食
器
な
ど
を
製
作
し
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
３
月
末
、
米
軍
上
陸
前
空

襲
で
、
作
り
か
け
の
製
品
を
残
し
た
ま
ま
、

皆
、
壺
屋
か
ら
避
難
し
、
そ
の
後
捕
虜
と

な
り
ま
し
た
。

　

沖
縄
戦
の
終
結
後
、
収
容
所
で
生
活
を

し
て
い
た
陶
工
た
ち
は
集
め
ら
れ
、
焼
物

を
作
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
で

何
も
か
も
を
失
っ
た
住
民
に
は
、
ま
ず
食

事
を
す
る
た
め
の
日
用
雑
器
が
必
要
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
11
月
10
日
、
先
遣

隊
と
呼
ば
れ
る
1
0
3
人
が
壺
屋
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
終
戦
後
、
那
覇
市
は
ま
だ

解
放
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
住
民
と
し
て

那
覇
入
り
を
果
た
し
た
の
は
壺
屋
の
陶
工

た
ち
が
最
初
で
す
。
彼
ら
は
半
壊
し
た
家

を
修
復
し
な
が
ら
茶
碗
や
土
瓶
な
ど
を
作

り
、
無
償
で
配
布
し
ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ビ

ン
を
半
分
に
割
っ
た
も
の
や
空
き
缶
を
食

器
と
し
て
使
用
し
て
い
た
住
民
は
、
焼
物

の
温
か
さ
に
触
れ
、
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
那
覇
は
壺
屋

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

壺
屋
に
は
、
そ
の
後
も
家
族
な
ど
が
呼

び
寄
せ
ら
れ
、
1
9
4
6
年
の
12
月
に
は

人
口
約
8
0
0
0
人
と
な
り
、
壺
屋
を
中

心
に
、
牧
志
、
開
南
な

ど
へ
と
街
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

那
覇
市
歴
史
博
物
館

☎
8
6
9
ー
5
2
6
6

那
覇
市
立

　

壺
屋
焼
物
博
物
館

☎
8
6
2
ー
3
7
6
1

た
ま

き

た
か
こ

い
ま

は

ふ

せ
ん

か
い り

ゅ
う

む
ら
ゆ
た
か

ガ
イ

シ

お
く
は
ら

戦後に掘り出した壺戦後、初めての窯焚きで焼かれた碗

米兵に群がる子どもたち（壺屋）

バッテリーケースと碍子（がいし）
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